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歳　入 （単位：千円,％）

(A) (B) (B)-(A) (B)/(A)*100 (C) (B)-(C)=(D) (D)/(C)*100

一般会計 4,367,843 4,237,573 △ 130,270 97.02 3,757,598 479,975 12.77

特別会計 3,563 18,527 14,964 519.98 3,549 14,978 422.03

歳入合計 4,371,406 4,256,100 △ 115,306 97.36 3,761,147 494,953 13.16

歳　出 （単位：千円,％）

(A) (B) (B)-(A) (B)/(A)*100 (C) (B)-(C)=(D) (D)/(C)*100

一般会計 4,367,843 4,108,205 △ 259,638 94.06 3,666,771 441,434 12.04

特別会計 3,563 3,403 △ 160 95.51 3,403 0 0.00

歳出合計 4,371,406 4,111,608 △ 259,798 94.06 3,670,174 441,434 12.03

（単位：千円）

(A) (B) (A)-(B)=(C) (D) (C)-(D)=(E) (F) (E)-(F)

令和３年度 4,032,935 3,897,154 135,781 0 135,781 92,435 43,346

令和４年度 3,587,068 3,455,239 131,829 4,480 127,349 135,781 △ 8,432

令和５年度 3,695,288 3,615,861 79,427 0 79,427 127,349 △ 47,922

令和６年度 3,761,147 3,670,174 90,973 2,125 88,848 79,427 9,421

令和７年度 4,256,100 4,111,608 144,492 21,183 123,309 88,848 34,461

実質収支…差引額（形式収支）から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額
単年度収支…実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額

会計別歳入歳出決算の状況
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（単位：千円）

区　分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

衛生債 2,868,798 2,748,321 2,479,230 2,210,058 1,940,803

消防債 299,332 169,591 191,910 199,185 327,523

組合債残高合計 3,168,130 2,917,912 2,671,140 2,409,243 2,268,326

（単位：千円）

区　分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

財政調整基金 1,112,884 1,076,026 1,085,670 995,577 768,849

塩谷地方ふるさと
市町村圏基金

255,626 255,429 255,234 255,080 261,645

基金残高合計 1,368,510 1,331,455 1,340,904 1,250,657 1,030,494
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1.決算規模

2.歳入決算の概要
　歳入決算額は4,237,573千円となりました。科目別にみた決算額は次表のとおりです。

（単位：千円）

(A) (B) (B)-(A) (C) (B)-(C)=(D) (D)/(C)*100

1 3,424,971 3,424,971 0 80.83 3,215,201 209,770 6.52

2 168,540 170,469 1,929 4.02 175,227 △ 4,758 △ 2.72

3 23,239 0 △ 23,239 0.00 61 △ 61 皆減

4 6,077 6,100 23 0.15 6,119 △ 19 △ 0.31

5 1,387 4,699 3,312 0.11 992 3,707 373.69

6 285,749 285,748 △ 1 6.74 143,000 142,748 99.82

7 90,827 90,827 0 2.14 79,322 11,505 14.50

8 56,853 73,859 17,006 1.74 89,676 △ 15,817 △ 17.64

9 310,200 180,900 △ 129,300 4.27 48,000 132,900 276.88

4,367,843 4,237,573 △ 130,270 100.00 3,757,598 479,975 12.77歳　入　合　計

構成比
(％)

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

分 担 金 及 び
負 担 金

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

一般会計歳入歳出決算の状況

予算現額 収入済額 増減額
増減率
(％)

　令和７年度の一般会計決算額は、歳入4,237,573千円、歳出4,108,205千円、前年度と比較する
と、歳入は479,975千円、12.77％の増、歳出は441,434千円、12.04％の増でありました。
　収支の状況は、歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額（形式収支）が129,368千円の黒字で
ありました。
　翌年度に繰り越すべき財源として21,183千円がありましたので、実質収支は108,185千円の黒字
となりました。

予算現額に
対する増減

令和７年度
令和６年度
決　算　額

比較
　
　　     区分

　
　科目
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3.歳出決算の概要
　歳出決算額は4,108,205千円となりました。科目別にみた決算額は次表のとおりです。

（単位：千円）

(A) (B) (C) (A)-(B)-(C) (B)/(A)*100 (D) (B)-(D)=(E) (E)/(D)*100

1 議 会 費 1,267 496 0 771 39.15 0.01 609 △ 113 △ 18.56

2 総 務 費 215,160 210,712 0 4,448 97.93 5.13 198,377 12,335 6.22

3 衛 生 費 1,582,370 1,524,436 8,224 49,710 96.34 37.11 1,399,805 124,631 8.90

4 消 防 費 2,232,904 2,048,621 140,580 43,703 91.75 49.87 1,755,958 292,663 16.67

5 公 債 費 326,514 323,940 0 2,574 99.21 7.88 312,022 11,918 3.82

6 予 備 費 9,628 0 0 9,628 0.00 0.00 0 0 ―

4,367,843 4,108,205 148,804 110,834 94.06 100.00 3,666,771 441,434 12.04

　
　　 区分

 
 
 科目

増減額
増減率
(％)

予算現額

歳出合計

支出済額
翌年度
繰越額

不用額
構成比
(％)

令和７年度 比較

令和６年度
決　算　額執行率

(％)
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1.決算規模

2.歳入決算の概要
　歳入決算額は18,527千円となりました。科目別にみた決算額は次表のとおりです。

（単位：千円）

1

2

3

3.歳出決算の概要
　歳出決算額は3,403千円となりました。科目別にみた決算額は次表のとおりです。

（単位：千円）

1 総務費

2 予備費

諸 収 入

繰 入 金

財 産 収 入

歳　入　合　計

塩谷地方ふるさと市町村圏基金特別会計歳入歳出決算の状況

　令和７年度の塩谷地方ふるさと市町村圏基金特別会計決算額は、歳入18,527千円、歳出3,403
千円、前年度と比較すると、歳入は14,978千円、422.03％の増、歳出は前年度同額でありまし
た。
　収支の状況は、歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額（形式収支）が15,124千円の黒字
でありました。
　翌年度に繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支も15,124千円の黒字となりま
した。

　
　　     区分

　
 科目

予算現額

(A) (B)

収入済額
予算現額に
対する増減
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決 算 額構成比

（％）
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執行率
（％）

不用額
翌年度
繰越額

支出済額予算現額

(D) (B)-(D)=(E) (E)/(D)*100(A) (B) (C) (A)-(B)-(C) (B)/(A)*100

歳出合計

　　　区分

 科目

3,411 3,403 3,4030 8 99.77

3,563 3,403 0 160 95.51 100.00 3,403

152 0 0 152 0

0 0.00

0 0.00100.00

0.00 0 0 ―
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